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京大病院 臨床研修の理念

安全で質の高い医療の実践を通して、
　　　　 人間性豊かで研究者の視点を有するphysician scientists、
                 各分野でリーダーとなれる人材を育成する

京都大学医学部附属病院（京大病院）は、安全で質の高い医療の提供、新しい

医療の開発、人間性豊かな医療人の育成を基本理念としています。総合臨床

教育・研修センターでは、医師や看護師、薬剤師など多職種の教育を担い、患

者を思う心と医療従事者としての責任を育むことを重視しています。

経験豊富なスタッフと共に学び、医療人としての第一歩を踏み出せる環境を

提供し、熱意ある学びを支援します！
総合臨床教育・研修センター長

溝脇　尚志

臨床研修の2年間は、学生から医師へ成長する重要な時期であり、その経験

が医師人生を左右します。京大病院研修プログラムは、優れた指導者や研究

者による、多様な研修機会と充実した学びの場を提供します。多彩な研修医

が全国から集い、互いに成長できる環境が整っています。医学教育や社会が

変化する中でも、患者のために尽くす志と熱意は変わりません。

私たちは、その第一歩を全力で支えます！

医師臨床教育・研修部長

片岡　仁美

病院長

髙折　晃史

京都大学医学部附属病院は、日本を代表する大学病院として、卓越した臨床・

教育・研究を通じ、医学の発展を牽引する場です。

我々は、エビデンスに基づく最先端医療の実践、多職種連携による包括的医

療の推進、異分野融合による革新的医療の開発を掲げ、広い視野と高い専門

性を備えた医師の育成に努めています。

本院の臨床研修は、単なる臨床技術の習得にとどまらず、医学的思考の涵

養、科学的探究心の深化、プロフェッショナリズムの確立、そして倫理的判断

力の養成を通じ、生涯にわたる医師としての礎を築くことを目指しています。

皆様の本院での研鑽が、未来の医学・医療の発展を支える礎となることを確

信しています。ともに学び、成長し、次世代の医学を創造していきましょう。

真のプロフェッショナリズムに

広い視野と高い専門性を備えた医師の育成

患者中心の医療と人材育成

臨床研修を成長の2年間に



2026年度から臨床研修プログラムをアップデートします。

京大病院で研修するプログラムでは、1年次から自由選択診療科での研修が可能になります。

 Ｓプログラム　（３９名）

京大病院で2年間研修をするプログラムです。

産婦人科または小児科を1年目から2年目にかけて、12週にわたって経験できます。

基礎研究医を目指すことを前提に、研修中に基礎研究を行う期間を含みます。

 産婦人科／小児科重点プログラム　（各2名）

 基礎研究医プログラム　（2名）

研修プログラム 　未来の選択肢を広げる研修体制へ

＊ 診療科の都合により変更の可能性あり

研修できる37診療科

※ 産婦人科研修、精神科研修においては、以下の臨床研修協力施設での研修の可能性あり

　　 産婦人科研修： 三菱京都病院（京都市内）

　　 精神科研修　 ： 琵琶湖病院（滋賀県）、滋賀里病院（滋賀県）、光愛病院（大阪府）、藍野花園病院（大阪府）

（※ マッチング試験の定員外のプログラムです。京都大学医学部が選考や管理をしています。）

問い合わせ先：医学教育・国際化推進センター　　060edu@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp

＊



協力型臨床研修病院

１年目はSプログラムと共通の研修になります。

２年目に１年を通して協力型臨床研修病院での研修を予定しています。

１年目はSプログラムと共通の研修になります。２年次の自由選択を含む研修を

京大病院で、後半で協力型臨床研修病院での研修を行います。

１年プログラムの場合

６か月プログラムの場合

2026年度からスタートするプログラムです。

地域に根付いた総合的な診療を学ぶことができる病院を2年目に経験することができます。

協力型臨床研修病院での研修は1年／６か月のプログラムがあります。

 広域連携型プログラム　（7名）

1年目に協力病院、2年目に京大病院で研修し、市中病院と大学病院をどちらも経験できます。

 たすきがけプログラム　（22名）

※ 一部のみ掲載



＜ 様々な学びの機会 ＞　

京大病院Grand Round

　　　（各診療科の持ち回りで行われるレクチャーです。）

研修医向け勉強会“KITKATs”

国内・海外からの招聘講師によるレクチャー

米国医学部(ミシガン大学等)への臨床留学

 　　　（希望者から選抜　2年次 数名程度）

９%

研修医の出身大学と進路について

< その他 ＞

研修医用スクラブの貸与、診療科説明会の開催、

Up to Date、希望者へのメンター紹介、研修に

関する相談など

京都大学の出身者は例年３割程度で、全国から研修医が集まっています。

研修中は、出身大学に関係なく研修科などで知り合った気の合う研修医たちで和気あいあいと

過ごしています。

京大病院での臨床研修後の進路選択は様々です。

京大病院プログラムやその関連病院プログラムに多くの研修医が進みますが、大学院進学など

のキャリアへ進む者も少なくありません。

より充実した教育を目指して

研修指導に携わる担当者１名を各診療科に配置。

効果的な研修指導の実践を目的に、ワーキンググル

ープで定期的に話し合いを行っています。

※ こちらは研修センター主催のものの一部です。このほかに
　　院内で様々なレクチャーや講習会などが行われています。



（２０２３年度実績）

待遇・処遇

 TEL：075-751-4839（直通）　FAX：075-751-3091

 E-mail : sotsugo-kyt@kuhp.kyoto-u.ac.jp

 URL：https://icec.kuhp.kyoto-u.ac.jp/

京都大学医学部附属病院　総合臨床教育・研修センター

〒606-8507　京都市左京区聖護院川原町54

未来につながる学びを掴みに

京⼤病院へ来ませんか

研修センター⼀同 お待ちしています

病院の概要


